
5年　社会科 6年　社会科

新しい日本、平和な日本へ
　　　6年（　　）組　　名前

ワークシート

社ｰ●⑧

1.　めあて

2.　日本が国際社会復帰を果たすまでの世界の動き

4.　まとめ

3.　日本国内のようすについて、資料を見てわかったこと

5.　学習感想

戦後の日本はどのようにして成長していったのだろう。

・国際社会の平和を守るため、国際連合がつくられた。
・アジアの国々が独立した。
・アメリカとソ連の対立が深まった。→朝鮮戦争が起きた。
・サンフランシスコ平和条約で日本は48か国と平和条約を結んだ。
・アメリカが水爆実験を行った。
・日本は国際連合への加盟が認められた。

・1950年ころに石油がたくさん発見されるようになった。
・石炭に変わり石油がエネルギーの主役になっていった。
・石油の利用が、日本の高度経済成長を支えた。
・便利な家庭用電気製品が広まり、人々の生活は豊かになった。
・「三種の神器」…テレビ、電気冷蔵庫、電気洗濯機
・都会の工場に集団で就職する「金の卵」→国民の努力によって日本の復興は支えられた

・国際社会に復帰した日本は、アメリカの協力や国民の努力によって経済の発展をとげ、
　人々のくらしは豊かになった。

・第二次世界大戦後の日本が、アメリカの協力と人々の努力によって発展していったことが
　わかった。
・第二次世界大戦が終わった後も、戦争や核実験が行われていたことがわかった。
・エネルギーの主役が石炭から石油に変わったことで、日本の高度経済成長が進んでいったことが
　わかった。
・エネルギーの変化の歴史をもっと調べて、これまで学習してきた歴史の学習と結び付けて考えて
　みたい。

回答例回答例

日本の輸入の特色
　　　5年（　　）組　　名前

ワークシート

社ｰ●⑦

・勉強をしっかりする。
・エネルギーに関するニュースなどに関心を持つ。
・外国と仲良くする。
・親と将来のエネルギーについて話し合う。

1.　今の生活を便利にしているものについて考えよう。

2.　エネルギーの輸入先を調べよう。（かがやけみんなのエネルギー P.36）

3.　もし〇〇が起きたら…。〇〇になった…。

4.　今日からわたしができること（省エネ以外で考えてみよう）

便利なもの 材料 動かすエネルギー

（例）テレビ プラスチック、ガラス 電気

ガスコンロ 鉄 プラスチック ガス

車 鉄 プラスチック ガソリン

エネルギー 主な国名

石油 サウジアラビア、UAE

石炭 オーストラリア、インドネシア、ロシア

天然ガス オーストラリア、マレーシア、カタール、
ロシア

輸入ができなくなる原因 どうすればエネルギーが使える

戦争 外交・別の輸入先

資源がなくなる 別の資源、新エネルギー開発

台風など自然現象 備蓄、設備強化

まとめ①
輸入されたエネルギーで、
日本の社会は支えられている。

まとめ②
これからもエネルギーを使い続けるためには、外交、輸入先、備蓄、お金、新技術などを
考え続けなければいけない。


